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TEXT：Office彩蔵

S-研 究開発戦略センターでは、社
会ビジョンの実現に向けて重

点的に推進すべき研究開発の領域
や課題、システムについての「戦略プ
ロポーザル」を作成し、関連する府省
庁へ提言を行っています。これらは科
学技術基本計画など、国の科学技
術関係施策の立案に役立てられて
います。
　センターでは毎年、科学技術分野
全体の俯瞰（ふかん）や社会ニーズ
の検討などをふまえて、提言すべきテ
ーマをいくつか設定します。そして、約
1年間の調査や討議を経て、最終的
にプロポーザルをまとめます。
　2011年度、私はチームリーダーと
して、「感染症の制御」をテーマにプロ
ポーザルの作成を担当しています。た
とえば、日本の子どもたちが受けられる
定期接種ワクチンの種類はアメリカの
半分しかなく、WHO推奨のワクチンが
日本では接種されていないなど、日本
は「ワクチン後進国」です。ほかにワク
チンなど研究開発、審査・承認体制、
国内のワクチン製造体制、人材育成
や情報の収集・発信などの問題点も
あり、これらを洗い出したうえで、「評価
科学も含めた研究開発の推進」と
「社会普及に向けた基盤整備」の必
要性についてまとめる予定です。
　プロポーザルの作成に向けて、ま
ずは情報を網羅的に収集することか

ら始めました。今年4月から文献調査
に取りかかり、国内外機関の研究者
へのヒアリング、関連する学会や国
際会議への出席、諸外国の感染症
政策に関する情報収集などの業務を
チームで行いました。
　これらと並行して行うのが、週1回
のチーム定例会です。集まった情報
をチームメンバーで共有し、毎回議論
を交わします。メンバーは多様なバッ
クグラウンドをもっており、各人の強み
を生かしながら、提言案をブラッシュ
アップしていきます。
　最初は漠然としていた提言案も、
継続的な情報収集とチームディスカ
ッションを重ねることで、夏ごろには明
確になってきました。今回のプロポー
ザルには、目的志向型のワクチン、ア
ジュバント（抗原性補強剤）研究開発
体制の構築や、感染症疫学の強化、
感染症に関する国民への広報活動
の充実なども盛り込むことにしました。
　10月には、外部有識者を招いての
ワークショップも開催しました。研究
者や医師、感染症情報の専門家な
どを交えた活発な意見交換が行わ
れ、提言の具体性をさらに高めていま
す。
　現在、今年度末のプロポーザル発
行に向け、説得力のある内容になる
ように検討中です。完成後は関係府
省庁や団体などに提供します。

（左）毎回、熱いディスカッションとなるチーム定例会。（中）研究者や医師、感染症情報の専門家などが集まったワークショップ。
活発な意見交換が行われた。（右）「戦略プロポーザル」は、HP（http://crds.jst.go.jp/output/sp.html）でも公開している。
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●業務の内容
ライフサイエンス・臨床医学ユニット
所属。イノベーション創出のための研
究開発戦略立案に向けた調査・提
言活動を行う。2011年度は「感染症
の制御」に加え「医療技術評価」に
関する検討なども担当。

●Background
専門は微生物学、および酵素学。東
京大学農学部応用生命科学課程生
命工学専修卒業後、JSTに入社。発
展研究（SORST）や人道的対人地雷
探知除去技術研究開発推進事業な
どを担当の後、CRDSへ。現在8年目。


